
 
移動例会『モンテディオ山形・試合観戦』 

ＶＳ 松本山雅ＦＣ 

市民応援ディでの試合観戦、無料チケットも配布され

ていることもあってか、１１，１３２人の入場者数だった。 

我がクラブのメンバーは、各々水筒やアイスボックス

などに飲み物を用意して、試合観戦を楽しんでいたが、

ゲームの方はストレスの溜まる内容だった。 

山形新聞ＨＰより抜粋した記事を左に紹介する。 

★本日のプログラム★【モンテ】松本戦、かみ合わず １－１の引き分け 

 サッカーＪ２は第２６節の２９日、各地で１１試合を行

った。モンテディオ山形は天童市のＮＤソフトスタジ

アム山形で松本と戦い、１－１で引き分けた。通算成

績は１３勝５敗８分けで、勝ち点は４７。順位は前節の

５位から６位となった。 

 前半は相手ＦＷが裏に飛び出し、決定機を何度も

つくられたが、ＧＫ清水健太の堅守によりゼロに抑え

た。後半は攻勢。同１９分、ＤＦ石川竜也のパスを受

けたＦＷ中島裕希がシュートを決め先手を取ったが、

同３０分にＰＫを決められ、追い付かれた。最後まで

果敢に仕掛けたが、ゴールを割ることはできなかっ

た。 

 山形は次節の８月５日、水戸市のケーズデンキスタ

ジアム水戸で水戸と戦う。 

 【評】後半徐々に攻撃のリズムをつかんだが、粘りき

れずにドロー。後ろから丁寧に攻撃を組み立て、細

かな連係からつないだが、詰めが甘くなり、決定機を

演出できず苦戦した。守備はカウンターを受けて浮

き立ち、１対１の場面をつくられるなど隙を与えた。た

だし、好セーブを連発したＧＫ清水の動きが光った。 

攻守ともに微妙なずれ 消化不良に終わったゲー

ムを象徴するかのように、終了の瞬間はとても静かだ

った。パスが通らない、スペースを埋められない－。

相手を打ち破る手だてを尽くし切ったか。「この引き

分けを一人一人がよく考え、危機感を持っていかな

ければ」。ＭＦ船山祐二が声を振り絞るように、チーム

の思いを代弁した。 

 松本の攻撃は単調だった。カウンターに徹し、苦し

い時はＦＷにボールを当ててから絡めてくる。だが、

サイドから割られ、中央でドリブル突破を許すなど１

対１の局面を何度も与えた。ＧＫ清水健太が再三好

セーブでしのいだものの、ボールを長く保持できない

時間帯が続いた。 

 それでも、嫌な流れを断ち切ったかに見えた。後

半１９分、ＤＦ石川竜也のパスを受けたＦＷ中島裕希

が、中央からミドルシュートを右足で決め先制。一気

に湧いたスタンドは攻勢を期待したが「選手交代や

ポジション変更などに対応し切れず、フォーメーショ

ンが曖昧になっていった」（清水）。イレブンが共通の

プランを思い描けていたか。微妙なバランスのずれ

から松本に隙を突かれ、同３０分にＰＫを献上、追い

付かれる結果となってしまった。 
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